
 

 

2015 年度日本気象学会賞の受賞者 

 

受賞者：小司 禎教（気象庁 気象研究所） 

業績：GNSS 地上観測網による水蒸気量推定と気象学への応用に関する研究 

選定理由： 

 集中豪雨、局地的大雨や突風などの激しい気象現象の予測と、それらをもたらす積乱雲の動

態を明らかにするためには、メソスケールの水蒸気場を把握することが非常に重要である。ラ

ジオゾンデを初めとする従来の観測網では、水蒸気場を時空間的に詳細に解析することは困難

であったが、米国の GPSに代表される測位システム (GNSS: Global Navigation Satellite System) 

による測位解析の副産物である大気遅延量から、大気中の水蒸気量を推定できることが分かっ

た。このことから 1990 年代初めに GNSS 気象学（当時は GPS 気象学と呼ばれた）が提唱さ

れ、日米欧を中心に研究が進められてきた。 

 小司禎教氏は 1997年から GNSS気象学に取り組み、まず、国土地理院の GNSS観測網のデ

ータから水蒸気量を精度良く推定するため、さまざまな誤差要因を特定して補正する手法を開

発した。これによって、これまでより高精度の視線遅延量を導出し、数 kmスケールの水蒸気

変動を抽出することに成功した (Shoji et al. 2004)。GNSS による水蒸気量推定をリアルタイム

解析や数値天気予報の初期値に利用するためには、衛星軌道などについて超速報暦を用いる必

要があるが、解析精度の劣化が避けられない。そこで小司氏は、原子時計を有する GNSS観測

点の時計情報を用いて超速報暦を補正する手法を開発し、GNSS 水蒸気量データの現業利用が

可能であることを世界に先駆けて実証した (Shoji 2009)。この手法に基づく GNSSリアルタイ

ム解析システムは、2009 年 10 月に気象庁の現業メソ解析における可降水量推定に採用され、

我が国のメソ数値予報モデルの予測精度向上に大きく貢献した。 

 その一方で小司氏らは、GNSS視線遅延量データを利用して、孤立積乱雲に伴う水蒸気 3次

元構造の解析により新知見を得るとともに、局地的大雨の再現実験によりその発生要因を解明

した (Seko et al. 2004、Kawabata et al. 2013)。2008年 7月の近畿・北陸豪雨事例では、日本海

風上側の可降水量データが豪雨予測に有効であることを明らかにし(Shoji et al. 2009)、2008年

5 月にミャンマーを襲ったサイクロン NARGIS の事例では、GNSS可降水量データが強度予測

を改善するという新成果を得た (Shoji et al. 2011)。また、積乱雲の発達と水蒸気変動の関係を

明らかにするために、観測点周囲の水蒸気量の非一様性に関する指標と数 kmスケールの水蒸

気分布を推定する手法を提案し、2013年気象集誌論文賞を受賞した (Shoji 2013)。さらに、2012

年 5月のつくば竜巻の事例では、水蒸気量の非一様性の強化が親雲周辺の上昇・下降流に対応

していることを初めて確認した (Shoji et al. 2014)。 

 以上のように小司氏は、GNSS地上観測網を活用した独創的で高度なメソ気象研究を推進し、

現業数値天気予報への新規応用の端緒を開いた。そして、これらの技術が国内 1,200点という

稠密な観測網でシステム化できることを世界に先駆けて実証した。さらに、測地学という分野

の異なる観測網を用いた学際的取り組みを行い、今後の気象学研究の新しいあり方を先駆的に

提示した。現在、小司氏は GCOS (Global Climate Observing System) 基準高層観測網の GNSS可



 

 

降水量タスクチーム委員を務めるとともに、船舶・ブイに搭載された GNSS による水蒸気解

析、反射波を用いた積雪深や土壌水分量の解析、準天頂衛星等を利用したリアルタイム解析手

法の研究などを行い、GNSS 気象学の地平をさらに切り開きつつある。 

以上の理由により、小司 禎教氏に日本気象学会賞を贈呈するものである。 


